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蠢

研
究
の
目
的

衢

研
究
の
背
景
・
目
的

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
感
化
法
制
定
よ
り
、
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
援
助
実
践
は
一
世
紀
を
越
え
て
い

る
。
そ
の
歴
史
的
展
開
の
中
で
理
念
・
理
論
・
技
術
等
の
領
域
に
お
い
て
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
現
在
に
お
い
て
も
児
童
自
立
支

援
施
設
の
現
状
等
に
関
す
る
研
究
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
現
状
」・「
実
態
」
の
示
す
意
味
内
容
が
、
入
所
児
数
の
動
向
や
、
子
ど
も

（
１
）

の
施
設
生
活
の
実
態
、
特
定
の
事
例
報
告
や
公
教
育
の
実
施
状
況
な
ど
、
そ
の
論
じ
ら
れ
る
範
囲
、
レ
ベ
ル
は
多
岐
に
わ
た
る
。

一
方
で
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
「
少
年
非
行
対
策
の
た
め
の
提
案
」﹇
主
宰：

鴻
池
祥
肇
経
済
特
区
担
当
大

臣
・
青
少
年
育
成
推
進
本
部
副
本
部
長
（
当
時
）﹈
で
は
、
児
童
自
立
支
援
に
つ
い
て
「
施
設
入
所
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い
て
も
、
そ
の

機
能
は
十
分
に
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
」、「
少
年
院
で
使
わ
れ
て
い
る
効
果
の
あ
る
指
導
方
法
の
取
り
入
れ
な
ど
に
よ
る
指
導
力
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
」
な
ど
の
主
張
が
な
さ
れ
た
（「
少
年
非
行
対
策
の
た
め
の
検
討
会
」2003

:
4−
15

）。
直
後
に
日
弁
連
に
よ
る
反
論
が
な
さ

（
２
）

れ
た
が
、
同
年
一
二
月
に
政
府
が
公
表
し
た
「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」
で
先
ほ
ど
の
「
提
案
」
の
姿
勢
・
内
容
が
評
価
さ
れ
、
そ
の
中
に

盛
り
込
ま
れ
た
以
上
、
そ
の
主
張
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

先
述
の
と
お
り
児
童
自
立
支
援
施
設
の
現
状
に
関
す
る
研
究
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
の
、
実
践
に
関
す
る
研
究
、
つ
ま
り
「
児
童
自
立
支

援
専
門
員
は
、
児
童
の
自
立
支
援
を
つ
か
さ
ど
る
」（
児
童
福
祉
法
施
行
令
第
三
六
条
第
三
項
）
と
い
う
法
規
定
の
内
実
を
問
わ
れ
る
こ
と

は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
ほ
ど
の
「
提
案
」
に
よ
る
施
設
や
実
践
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
根
拠
は
存
在
し
な
い
と
考
え

て
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
の
な
い
主
張
・
評
価
・
イ
メ
ー
ジ
が
一
人
歩
き
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
児
童
自
立

支
援
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
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芝
野
は
「
社
会
福
祉
専
門
職
の
情
報
発
信
力
の
弱
さ
が
実
践
力
を
弱
め
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
社
会
福
祉
実
践
に
関
す
る
「
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ：

説
明
責
任
・
応
責
性
」（「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
集
団
」、「
一
般
社
会
あ
る
い
は
納
税
者
」、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
自
身
」
に
対
す
る

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
が
（
芝
野

2002
:
1−
13

）、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
児
童
自
立
支
援
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
十
分
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
は
た
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
は
、
実
践
者
の
参
加
に
よ
る
「
職
務
分
析
（job
analysis

）」
の
手
法
を
用
い
て
、
児
童
自
立
支
援
専
門
員
に
よ
る
児

童
自
立
支
援
の
職
務
（
ワ
ー
カ
ー
が
担
う
べ
き
共
通
の
業
務
と
目
的
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
、
ま
た
、
本
研
究
は
以
下
の
三

点
の
目
的
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

漓
児
童
自
立
支
援
に
関
す
る
基
礎
研
究
（
児
童
自
立
支
援
施
設
の
活
動
全
体
の
明
確
化
）

滷
実
践
者
・
実
践
活
動
に
焦
点
を
当
て
た
実
態
把
握
に
よ
る
「
実
践
の
言
語
化
」

澆
児
童
自
立
支
援
の
実
践
内
容
に
関
す
る
評
価
及
び
課
題
の
提
示

衫

先
行
研
究

二
〇
世
紀
初
頭
以
来
、
社
会
福
祉
学
領
域
に
お
い
て
は
社
会
福
祉
従
事
者
の
専
門
職
性
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
社

会
福
祉
援
助
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
と
は
何
か
と
い
う
問
題
と
、
社
会
福
祉
従
事
者
は
「
何
を
し
て
い
る
の
か
」「
何
を
す
べ
き
な
の
か
」

と
い
う
問
題
が
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
従
事
者
の
専
門
職
性
を
確
立
す
る
た
め
に
は
そ
の
実
践
者
と
し
て
の

職
務
や
業
務
の
実
態
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
知
識
・
技
術
体
系
や
倫
理
基
盤
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
至
上
命
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
社
会
福
祉
従
事
者
の
職
務
や
業
務
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
医
療
福

祉
分
野
に
お
い
て
は
、
一
九
六
五
年
の
小
野
哲
郎
ら
に
よ
る
調
査
（「
医
療
社
会
従
事
者
の
業
務
内
容
と
そ
の
意
識
」）
を
皮
切
り
に
多
数
の
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（
３
）

職
務
、
業
務
に
関
す
る
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
児
童
福
祉
の
分
野
に
つ
い
て
言
及
す
る
。「
職
務
」
に
関
す
る
調
査
と
し
て
は
一
九
七
七
年
に
実
施
さ
れ
た
網
野
ら
に
よ
る
調
査

「
保
育
所
の
職
務
に
関
す
る
タ
イ
ム
・
ス
タ
デ
ィ
」
を
そ
の
嚆
矢
と
し
て
披
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
網
野
・
望
月
・
星

1978
:
101−

121

）。
以
降
、
日
本
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
所
の
研
究
チ
ー
ム
が
精
力
的
に
児
童
福
祉
分
野
の
従
事
者
の
職
務
や
業
務
、
執
務
体
制
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
才
村
ら
に
よ
る
「
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
被
虐
待
児
童
の
実
態
等
に
関

す
る
調
査
研
究
」
で
は
、
児
童
養
護
施
設
等
職
員
を
対
象
に
二
六
四
項
目
に
わ
た
る
業
務
項
目
を
も
と
に
タ
イ
ム
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、
業
務

内
容
・
時
間
、
対
象
児
童
、
精
神
的
・
身
体
的
負
担
度
等
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る
（
才
村
ほ
か

2003
:
345−

688

、
才
村

（
４
）

2005
:
200−

225

）。蠡

方
法
と
し
て
の
職
務
分
析
―
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
職
務
情
報
の
収
集

衢

職
務
分
析
（job

analysis

）
と
は
何
か

職
務
分
析
は
、
一
九
〇
〇
年
こ
ろ
よ
り
ア
メ
リ
カ
で
導
入
さ
れ
、
戦
後
日
本
へ
導
入
さ
れ
た
労
務
管
理
（
人
的
資
源
管
理
）
を
遂
行
す
る

（
５
）

た
め
の
技
術
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

職
務
分
析
の
定
義
と
し
て
は
、
米
国
労
働
省
『
職
務
分
析
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（H

andbook
for

A
nalyzing

Jobs,
1972

）
に
お
け
る
定
義

が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
の
長
文
が
そ
の
定
義
で
あ
る
。

職
務
に
関
す
る
情
報
は
、
産
業
界
、
政
府
お
よ
び
民
間
機
関
、
労
働
組
合
等
が
、
人
事
管
理
や
採
用
配
置
の
よ
う
な
幅
広
い
活
動
か

ら
、
職
務
権
限
の
限
界
を
あ
き
ら
か
に
す
る
よ
う
な
特
殊
な
活
動
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
労
働
力
計
画
を
立
案
す
る
た
め
に
使
用
す
る
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基
礎
資
料
で
あ
る
。
要
求
さ
れ
る
職
務
情
報
に
は
、
計
画
上
の
必
要
に
応
じ
て
、
種
々
の
タ
イ
プ
と
入
手
方
法
と
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
計
画
が
め
ざ
す
最
終
の
利
用
目
的
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
職
務
情
報
は
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
計
画
に
関
係

あ
る
こ
と
は
す
べ
て
の
が
さ
ず
、
そ
し
て
研
究
と
実
用
の
た
め
に
最
も
適
し
た
形
式
で
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
情
報
を

入
手
し
、
提
示
す
る
技
術
が
「
職
務
分
析
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。（
米
国
労
働
省
編

1972
:
7

）

つ
ま
り
、
職
務
分
析
は
「
仕
事
の
質
的
な
把
握
を
お
こ
な
い
、
そ
の
特
徴
、
要
件
な
ど
を
明
確
化
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ

の
仕
事
に
必
要
な
従
業
員
の
特
技
、
能
力
、
態
度
、
実
績
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
人
事
管
理
を
科
学
的
か
つ
合
理
的
に
お
し
す
す
め
よ
う

と
す
る
」（
村
上

1981
:
6

）
も
の
で
あ
る
。
別
の
表
現
を
用
い
れ
ば
、「
仕
事
そ
の
も
の
の
合
理
性
や
効
率
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
仕
事
の
実
態
を
把
握
し
、
存
在
理
由
や
あ
る
べ
き
役
割
・
責
任
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
組
織
・
人
事

管
理
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
制
度
の
設
計
・
運
用
上
必
要
な
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
」
こ
と
と
な
る
（
日
本
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー

前

掲：
26−

29

）。
具
体
的
に
は
、
漓
採
用
配
置
、
滷
異
動
昇
進
、
澆
人
事
考
課
、
潺
能
力
開
発
、
潸
賃
金
管
理
、
澁
組
織
管
理
を
目
的
と
し

（
６
）

て
職
務
分
析
が
行
わ
れ
る
。

次
に
、
職
務
分
析
を
必
要
と
す
る
社
会
的
要
請
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
お
く
。
日
本
に
お
い
て
職
務
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
経

済
状
況
の
変
化
が
「
学
歴
重
視
」、「
終
身
雇
用
制
」、「
年
功
序
列
制
」
と
い
っ
た
「
属
人
的
条
件
」
を
中
心
に
す
え
た
経
営
環
境
に
一
定
の

（
７
）

修
正
を
求
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
仕
事
や
仕
事
を
遂
行
す
る
能
力
と
い
っ
た
条
件
を
重
視
し
て
企
業
内
序
列
を
つ

け
」、
分
析
を
通
じ
て
明
確
化
さ
れ
た
仕
事
内
容
、
必
要
と
さ
れ
る
能
力
等
に
合
致
す
る
人
材
を
採
用
配
置
す
る
と
い
っ
た
職
務
中
心
の
労

務
管
理
体
制
を
構
築
す
る
必
要
性
が
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
（
日
本
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー

1988
:
23

）。

一
方
、
社
会
福
祉
の
領
域
で
は
専
門
職
化
の
進
展
に
よ
り
、
そ
の
採
用
配
置
等
に
関
し
て
は
職
務
を
重
視
す
る
傾
向
が
比
較
的
強
く
、
そ

の
意
味
で
は
職
務
分
析
に
な
じ
み
や
す
い
領
域
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
岡
本
民
夫
、
奥
田
い
さ
よ
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

― ５ ―
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ク
の
「
職
務
」
の
明
確
化
へ
の
試
み
と
し
て
「
科
学
的
な
手
法
と
し
て
の
職
務
分
析
（job

analysis

）」
の
導
入
を
提
唱
し
、
医
療
機
関
や

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
職
務
分
析
が
試
み
ら
れ
た
（
奥
田

1992
:
143

、
岡
本
・
奥
田

1989

）。
そ
の
中
で

奥
田
は
、
職
務
分
析
の
手
法
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
専
門
職
研
究
に
導
入
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
言
及
を
し
て
い
る
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
職
務
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
他
職
種
あ
る
い
は
関
連
職
種
（
た
と
え
ば
、
医
師
、

看
護
婦
、
保
健
婦
、
臨
床
心
理
士
な
ど
）
と
の
間
の
職
務
内
容
の
合
理
的
な
比
較
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
他
職
種
と
の
比
較
に
お
い
て
、
・

・
・
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
性
を
明
確
に
す
る
た
め
の
根
拠
の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
・
・
第
二
の
意
義
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
職
業
活
動
に
お
け
る
心
理
的
安
定
と
自
己
同
一
性
の
確
保
と
い
う
側
面
に
あ
る
」
と
（
奥
田

前
掲：

167

）。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
の
領
域
に
お
い
て
職
務
分
析
の
手
法
を
用
い
る
に
際
し
て
は
、
元
来
の
職
務
分
析
を
用
い
る
用
途
・
目
的
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
無
く
、
社
会
福
祉
学
領
域
独
自
の
職
務
分
析
の
利
用
方
法
を
考
案
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
般
的
な
職
務
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
使
命
は
、
組
織
・
企
業
に
対
す
る
責
任
、
企
業
・
組
織
へ
の
損
害
へ
の
考
慮
で
あ
る
の
に
対
し
、
社
会
福
祉
実
践
の
場
合
は
、
利

用
者
へ
の
責
任
、
損
害
も
含
ま
れ
る
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
援
助
者
に
と
っ
て
の
仕
事
の
効
率
化
は
、「
何
に
対
し
て
効
率
的
で
あ

（
８
）

る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
今
後
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

衫

職
務
分
析
上
の
概
念
整
理

（
９
）

次
に
、
職
務
分
析
で
用
い
ら
れ
る
用
語
の
概
念
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
く
。
職
務
分
析
の
際
に
用
い
ら
れ
る
用
語
と
し
て
は
小
さ
な
単

位
の
も
の
か
ら
順
に
漓
動
作
（m

otion

）、
滷
要
素
業
務
（elem

ent

）、
澆
課
業
（task

）
及
び
単
位
業
務
、
潺
職
位
（position

）、
潸
職
務

（job

）、
澁
職
種
（occupation

、service

）、
澀
職
掌
（
職
群；

occupational
group

）
で
あ
る
が
、
実
際
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
課
業
」
か

（
�
）

ら
と
な
る
。

潺
職
位
（position

）
と
は
、
一
人
の
従
業
員
が
遂
行
・
処
理
す
べ
き
仕
事
の
集
ま
り
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
組
織
で
は
従
業
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員
の
数
だ
け
職
位
が
存
在
す
る
。

順
序
が
前
後
す
る
が
、
澆
課
業
（task

）
と
は
、
一
定
の
目
的
を
持
ち
、
職
位
を
構
成
す
る
個
々
の
ま
と
ま
り
仕
事
の
こ
と
を
指
す
。
ま

た
、
単
位
業
務
（set

of
tasks

）
と
は
課
業
と
同
意
で
あ
る
が
実
用
上
は
職
位
と
課
業
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
共
通
の
目
的
や
機
能
を

持
っ
た
課
業
の
ま
と
ま
り
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
一
つ
の
職
位
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
業
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

職
務
分
析
の
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
課
業
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
職
位
を
特
徴
付
け
て
い
る
課
業
と
そ
れ
を
遂
行
す
る
の
に
必
要

な
能
力
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

潸
職
務
（job

）
は
、
一
人
一
人
の
従
業
員
の
労
働
の
実
態
（
職
位
）
を
把
握
し
、
類
似
し
た
職
位
を
纏
め
上
げ
た
も
の
が
「
職
務
」
で

あ
る
が
、「
現
に
そ
の
姿
が
存
在
す
る
と
い
う
実
体
概
念
で
は
な
く
、
人
事
・
労
務
管
理
上
の
必
要
性
か
ら
設
け
ら
れ
た
形
式
（
名
目
）
概

念
」
で
あ
る
（
村
上

前
掲：

33

）。

職
務
を
設
定
す
る
作
業
と
し
て
は
、
職
位
単
位
の
調
査
を
通
じ
て
（
衢
）
課
業
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、（
衫
）
課
業
遂
行
上
必
要
な
知
識

・
技
能
の
種
類
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
、（
袁
）
課
業
遂
行
上
要
求
さ
れ
る
知
識
・
技
能
の
程
度
（
熟
練
度
）
に
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
を

着
眼
点
と
し
て
一
つ
の
職
務
に
く
く
る
こ
と
に
な
る
。
澁
職
種
（occupation,

service

）
と
は
、
共
通
あ
る
い
は
非
常
に
関
連
の
深
い
仕
事

（
�
）

の
内
容
を
も
っ
た
職
務
の
集
ま
り
を
指
し
、
一
般
的
に
は
、「
職
業
」
と
呼
ば
れ
る
。

袁

職
務
情
報
収
集
の
準
備
・
予
備
調
査
段
階
及
び
調
査
の
実
施

職
務
分
析
に
お
け
る
職
務
情
報
収
集
の
手
順
を
参
考
と
し
、
本
調
査
は
、
準
備
、
予
備
調
査
、
分
析
実
施
の
三
段
階
を
経
て
行
わ
れ
た
。

本
調
査
（
職
務
情
報
収
集
）
の
全
体
的
な
手
順
は
次
頁
の
通
り
で
あ
る
（
資
料
１
）。

ま
た
、
本
調
査
に
お
い
て
は
、
先
述
の
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
調
査
対
象
を
選
定
し
た
。
対
象
は
児
童
自
立
支
援
施

（
�
）

設
Ａ
学
園
（
公
立
）
の
直
接
処
遇
に
関
わ
る
児
童
自
立
支
援
専
門
員
の
八
名
（
八
職
位
）
で
あ
る
。
Ａ
学
園
は
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
徒

― ７ ―

児
童
自
立
支
援
の
職
務
に
関
す
る
研
究



歩
約
三
〇
分
と
い
う
場
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
周
囲
が
田
園
地
域
と
茶
園
に
囲
ま
れ
た

小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
。
本
学
園
は
、
男
子
寮
二
、
女
子
寮
一
の
三
寮
体
制
で
、
い
ず

れ
も
夫
婦
小
舎
制
を
採
っ
て
お
り
、
入
所
定
員
は
各
寮
一
五
名
で
あ
る
。
本
調
査
の
対

象
と
な
る
職
員
は
、
次
頁
の
資
料
２
「
職
務
分
析
の
対
象
職
員
（
事
務
分
掌
及
び
学
・

職
歴
）」
の
通
り
で
あ
り
、
八
名
中
六
名
が
学
部
ま
た
は
大
学
院
で
社
会
福
祉
学
を
専

攻
し
て
い
る
か
、
国
立
武
蔵
野
学
院
の
養
成
部
を
修
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
主
任
主
査

Ｄ
を
除
き
、
児
童
自
立
支
援
施
設
で
の
直
接
処
遇
職
員
と
し
て
一
〇
年
以
上
の
経
験
を

有
し
て
い
る
（
Ｂ
、
Ｉ
に
つ
い
て
は
過
去
に
夫
婦
小
舎
制
の
寮
長
と
し
て
の
経
験
を
一

（
�
）

〇
年
以
上
有
し
て
い
る
）。
同
資
料
に
は
、
調
査
を
実
施
し
た
日
時
・
調
査
（
仕
事
の

観
察＝

実
質
的
な
執
務
時
間
）
も
付
記
し
て
い
る
。

施
設
内
Ｐ
Ｒ
の
実
施
と
協
力
要
請
に
つ
い
て
は
、
施
設
長
に
研
究
・
調
査
の
趣
旨
を

説
明
し
、
承
諾
を
受
け
た
。
そ
の
後
、「
調
査
同
意
書
、
研
究
に
お
け
る
留
意
・
確
認

事
項
」
を
作
成
し
、
各
職
員
に
一
五
分
程
度
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
っ

た
後
、
同
文
書
に
署
名
・
捺
印
を
頂
い
た
上
、
複
写
を
各
職
員
に
配
布
し
、
原
本
は
筆

者
が
厳
重
に
管
理
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
施
設
が
発
行
し
て
い
る
年
報
を
参
照
し
、
対
象
施
設
の
概
要
把
握
を
行

い
、
資
料
３
の
よ
う
な
機
能
組
織
図
を
作
成
し
当
施
設
職
員
の
配
置
、
関
係
性
に
つ
い

て
の
理
解
に
努
め
た
（
資
料
３
「
Ａ
学
園
機
能
組
織
図
」）。
各
職
員
の
事
務
分
掌
に
つ

い
て
は
前
掲
の
資
料
２
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

資料 1 職務情報収集の全体的な手順

蠱 調査実施段階

漓職務情報収集

↓

滷職務情報の分析
↓

澆職務記述書の作成

（村上 前掲：54−71頁を参照し、筆者が修正し、作成）

蠡 予備調査段階

漓対象職場の概要把握

↓

滷既存資料による概要把握
↓

澆機能組織図による把握

↓

潺職務単位のメド付け

蠢 準備段階

漓分析目的の決定と実施窓口
の設定

↓
滷分析メンバーの選任と養成

↓
澆機関・施設内 PR の実施と
協力要請

↓
潺分析スケジュール・分析マ
ニュアルの作成
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資料 2 職務分析の対象職員（事務分掌及び学・職歴）、観察日時

学歴・職歴

大学院修士課程（社会
福祉学）修了。

4年制大学（社会学部
・社会学科）卒、武蔵
野学院養成部／A 学
園 10年→知的障害者
施設 4年→知的障害児
施設 2 年→A 学園 3
年→児童相談所 4年→
A 学園 1年目

4年制大学（文学部・
仏教学科）卒／A 学
園 4年→児童相談所一
時保護所 20年→A 学
園 2年目

大学院博士前期課程
（社会福祉学）修了。

4年制大学（経済学
部）卒、武蔵野学院養
成部／児童自立支援施
設 17年目（A 学園 2
年目）

4年制大学（社会学部
・社会福祉学科）卒／
A 学園 21年目

事務分掌（原則として主担当のみ）

1．指導関係（指導総括に関すること、児童相談
所等関係機関との連絡調整に関すること、運営調
整会議・受理／処遇検討会議に関すること、入退
園事務に関すること、学園の将来構想に関するこ
と、児童自立相談に関すること、指導職員の勤務
等に関すること、職員の研修・出張に関するこ
と、調査・統計事務に関すること） 2．文書の管
理及び整備保管に関すること。3．月例報告（福
祉行政報告例第 50、施設長会議資料・全児協調
査資料、学年別・児相別在籍名簿、寮別在籍名
簿、園児の状況、入退園年度別名簿）

1．児童の住民登録に関すること。2．児童の帰省
事務（許可外泊）に関すること。3．作業指導企
画全般。4．行事（スケート教室）。5．クラブ担
当（男子卓球）。

1．実習生・ボランティアの受け入れに関するこ
と。2．生活指導企画全般。3．クラブ担当（小学
生）。4．年報。5．行事（夏期訓練：キャンプ）。
6．協議会関係（県児養協調査研究部会、県児養
協研修担当）。

1. X 寮の運営・管理に関すること（児童の生活
指導・作業指導・クラブ指導・学習指導に関する
こと、家庭との連絡調整に関すること、児童の記
録に関すること、アフターケアに関すること）。
2．○○神社祭礼御輿担ぎ。3．茶栽培管理。4．
行事（茶摘み）。5．プール管理。6．行事（水泳
記録会）。7．クラブ担当（男子水泳）。8．行事
（学園祭）。

1. Y 寮の運営・管理に関すること（児童の生活
指導・作業指導・クラブ指導・学習指導に関する
こと、家庭との連絡調整に関すること、児童の記
録に関すること、アフターケアに関すること）。
2．行事（春の選抜高校野球観戦）。3．生産物管
理・記録。4．温室管理。5．グランド管理。6．
行事（地方児施設野球大会）。7．クラブ担当（男
子野球）。8．行事（学園運動会）。

1. Z 寮の運営・管理に関すること（児童の生活
指導・作業指導・クラブ指導・学習指導に関する
こと、家庭との連絡調整に関すること、児童の記
録に関すること、アフターケアに関すること）。
2．視聴覚備品管理保管。3．行事（招待レクリエ
ーション）。4．園内整備。5．農機具庫管理・各
種農機具管理整備。6．行事（地方児施設卓球大
会）。7．クラブ担当（女子水泳・卓球）。8．陶芸
指導。9．学園新聞編集。

職員名（法的位置づけ
／地方公務員としての
職階）、調査日（観察：
実質的な執務時間）

B（児童自立支援専門
員／専門員）、04年 9
月 7 日（8：30−19：
30）

C（児童自立支援専門
員／主任主査）、04年
9月 2日（8：15−18：
30）

D（児童自立支援専門
員／主任主査）、04年
9月 8日（8：00−19：
00）

E 夫（児童自立支援専
門員／主査・X 寮寮
長）、04 年 8 月 17 日
（7：00−24：00）、18
日（7：00−22：40）

F 夫（児童自立支援専
門員／主査・Y 寮寮
長）、04 年 8 月 27 日
（8：30−22：20）

G 夫（児童自立支援
専門員／主査・Z 寮寮
長）、04 年 8 月 22 日
（8：00−22：00）、23
日（7：15−24：00）
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E夫 （X寮寮長） 
E妻 （X寮寮母） 
  H  （X寮担当） 
F夫 （Y寮寮長） 
F妻 （Y寮寮母） 
G夫 （Z寮寮長） 
G妻 （Z寮寮母） 
   I  （Z寮担当） 
 

指導・監督 
・フォロー 専門員B

指導部 

学習部 

主任主査C 
主任主査D

（小・中学校分　 
　教室担当教職員） 

園長（施設長） 

庶務 

職
務
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
職
務

分
析
実
施
段
階
に
お
け
る
具
体
的
手
順
」

（
文
末
資
料
４
）
に
し
た
が
っ
て
進
め
ら
れ

た
。
職
務
に
関
す
る
情
報
収
集
（
職
位
を
構

成
す
る
課
業
の
抽
出
）
の
た
め
の
方
法
は
観

察
法
及
び
、
質
問
法
を
用
い
た
。
観
察
法
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一
日
一
人
の
職
員

の
始
業
時
間
か
ら
実
質
的
な
終
業
時
間
ま
で

の
仕
事
内
容
を
観
察
し
、
観
察
用
紙
に
記
入

（
発
生
時
間
及
び
所
要
時
間：

五
分
単
位
、

仕
事
内
容
、
仕
事
目
的
、
手
順
・
方
法
、
作

業
時
間
、
作
業
場
）
し
た
。
観
察
終
了
後
、

一
時
間
程
度
の
面
接
を
行
い
、
観
察
内
容
の

フ
ォ
ロ
ー
及
び
、
仕
事
目
的
に
関
す
る
質
問

等
に
よ
り
、
観
察
内
容
を
補
完
し
た
。
そ
の

後
、
職
務
情
報
を
記
載
し
た
観
察
記
録
用
紙

を
各
職
員
に
提
示
し
、
一
〇
日
間
程
度
の
期

間
中
に
情
報
・
記
録
内
容
の
点
検
、
確
認
作

（
�
）

業
を
行
っ
た
。

4年制大学卒（仏教系
学部）

4年制大学（社会学部
・社会福祉学科）卒／
A 学園 14年→知的障
害児施設 1年→福祉事
務所 3 年→A 学園 3
年目

（平成 16年度 A 学園事務分掌表を参照し筆者が作成。）

1. X 寮の運営・管理に関すること（児童の生活
指導・作業指導・クラブ指導・学習指導に関する
こと、家庭との連絡調整に関すること、児童の記
録に関すること、アフターケアに関すること）副
主任。2．防災訓練に関すること。3．行事（スキ
ー教室、地方施設駅伝大会）、4．クラブ担当（男
子駅伝）、5．実科学級、6．行事（創立記念祭）、
7．協議会関係（地方児協専門委員会）。

1. Z 寮の運営・管理に関すること（児童の生活
指導・作業指導・クラブ指導・学習指導に関する
こと、家庭との連絡調整に関すること、児童の記
録に関すること、アフターケアに関すること）副
主任。2．児童文集に関すること。3．体育指導関
係全般。4．行事（スポーツ会、地方施設バレー
大会）。5．クラブ担当（女子バレーボール、女子
駅伝）。6．行事（母の日集会）。

H（児童自立支援専門
員／主査・X 寮単独
職員）、04 年 8 月 19
日（8：15−17：15）

I（児童自立支援専門
員／主査・Z 寮単独職
員）、 04 年 9 月 6 日
（8：20−18：10）

資料 3 A 学園機能組織図
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蠱

結
果
と
考
察

衢

結
果

先
述
の
具
体
的
手
順
に
沿
っ
て
児
童
自
立
支
援
専
門
員
八
名
（
八
職
位
）
を
対
象
と
し
て
職
務
に
関
す
る
情
報
収
集
を
進
め
、
各
々
の
職

員
毎
に
観
察
記
録
を
作
成
し
た
。
調
査
日
の
平
均
執
務
時
間
は
、
夫
婦
小
舎
を
運
営
す
る
住
み
込
み
職
員
（
寮
長
職
）
の
三
名
の
平
均
執
務

時
間
が
約
一
五
・
七
時
間
、
そ
れ
以
外
の
五
名
の
通
勤
単
独
職
員
が
平
均
約
九
・
九
時
間
で
あ
り
、
寮
長
職
に
あ
る
三
名
の
執
務
時
間
は
、

通
常
Ａ
勤
務
（8

:
30−

17
:
15

）
と
呼
ば
れ
る
規
定
執
務
時
間
の
二
倍
近
く
に
及
ん
だ
。

次
に
記
録
を
下
に
各
職
員
が
実
際
に
行
っ
た
課
業
（task

）
を
集
計
す
る
と
、
一
九
〇
の
課
業
（task

）
を
抽
出
・
確
認
す
る
こ
と
が
で

（
�
）

き
た
（
重
複
し
た
課
業
を
含
む
）。
さ
ら
に
各
々
の
課
業
が
有
す
る
目
的
や
機
能
の
共
通
性
に
着
目
し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
い
纏
め
上
げ

た
と
こ
ろ
、
一
八
の
単
位
業
務
（set
of
tasks

）
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
漓
起
床
・
就
寝
指
導
、
滷
食
事
指
導
、
澆
生
活
環
境
整
備

指
導
、
潺
登
校
・
帰
寮
指
導
、
潸
保
健
医
療
に
関
す
る
指
導
、
澁
個
別
指
導
（
生
活
場
面
・
無
断
外
出
時
）、
澀
日
記
指
導
・
反
省
会
、
潯

入
浴
指
導
、
潛
余
暇
指
導
、
濳
学
習
指
導
、
潭
作
業
活
動
指
導
、
澂
ク
ラ
ブ
指
導
、
潼
行
事
、
潘
施
設
内
に
お
け
る
他
職
種
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、
澎
施
設
内
の
連
絡
調
整
、
澑
他
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
濂
実
習
生
指
導
、
潦
文
書
作
成
・
整
理
）。
ま
た
Ａ
学
園
は
、「
学
園
生
活
に
お

い
て
寮
で
の
生
活
指
導
は
、
す
べ
て
の
指
導
の
根
幹
を
な
す
」
と
し
て
い
る
が
、
一
八
の
単
位
業
務
の
う
ち
、
漓
〜
潛
ま
で
の
九
つ
の
単
位

業
務
の
総
体
を
、「
生
活
指
導
」
と
し
て
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
（
Ａ
学
園

2003
:
10

）。

以
上
、
こ
れ
ら
一
八
の
単
位
業
務
を
構
成
す
る
課
業
と
そ
の
目
的
、
内
容
・
手
順
を
具
体
的
に
提
示
す
る
と
「
単
位
業
務
の
内
容
構
成
」

（
文
末
資
料
６
）
の
よ
う
に
示
さ
れ
、
自
立
支
援
専
門
員
が
担
う
自
立
支
援
の
職
務
は
、
一
八
の
単
位
業
務
と
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
課
業
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
次
頁
の
よ
う
な
結
果
（
職
務
体
系
）
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
資
料
７
「
児
童
自
立
支
援
の
職
務
（
児

―１１―
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童
自
立
支
援
専
門
員
」）。

衫

若
干
の
考
察
と
ま
と
め

筆
者
は
こ
こ
ま
で
、
児
童
自
立
支
援
専

門
員
に
対
す
る
職
務
情
報
の
収
集
を
通
し

て
、
児
童
自
立
支
援
の
職
務
を
明
示
す
る

こ
と
に
努
め
た
。
Ａ
学
園
の
自
立
支
援
専

門
員
に
よ
る
職
務
及
び
援
助
活
動
に
関
す

る
特
徴
的
な
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

漓

児
童
自
立
支
援
専
門
員
に
よ
る
援
助

実
践
は
、
お
お
よ
そ
「
指
導
」
と
い
う

表
現
や
形
態
を
取
っ
て
児
童
に
提
供
さ

れ
る
。
ま
た
、「
指
導
」
は
、
自
立
支

援
の
職
務
を
構
成
す
る
一
単
位
業
務
で

あ
り
、
か
つ
中
心
的
な
業
務
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
、
今
回
の
調
査
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

資料 7 「児童自立支援の職務（児童自立支援専門員）」

児童自立支援
児童自立支援施設 A 学園

児童自立支援施設において、児童の自立支援をつかさどる
（児童福祉法施行令第 36条）。

課業

資
料
６
「
単
位
業
務
の
内
容
構
成
」
参
照

単位業務（set of tasks）
漓起床・就寝指導
滷食事指導
澆生活環境整備指導
潺登校・帰寮指導
潸保健医療に関する指導
澁個別指導（生活場面・無断外出時）
澀日記指導・反省会
潯入浴指導
潛余暇指導

濳学習指導
潭作業活動指導
澂クラブ指導

潼行事
潘施設内における他職種へのサポート
澎施設内の連絡調整
澑他機関との連絡調整
濂実習生指導
潦文書作成・整理
（アフターケア）
（その他）

所属

（生活指導）

職 務 名
児童自立支援専門員

（指導の 4本柱：
生活指導
学習指導

作業活動指導
クラブ指導）

職務担当者

職務の概要

職 務 内 容
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童
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に
実
際
に
は
自
立
支
援
の
職
務＝

各
種
の
「
指
導
」
と
い
う
範
囲
に
は
止
ま
ら
な
い
。

滷

児
童
自
立
支
援
専
門
員
は
、
基
本
的
に
共
通
の
職
務
を
担
う
が
、
施
設
内
の
配
置
や
地
方
公
務
員
と
し
て
の
職
階
に
よ
り
、
職
務
の
中

心
と
な
る
業
務
が
異
な
る
。
寮
長
三
名
に
つ
い
て
は
生
活
指
導
を
中
心
と
す
る
業
務
の
全
般
、
単
独
職
員
は
日
中
の
作
業
・
ク
ラ
ブ
・
個

別
指
導
を
中
心
的
な
業
務
と
し
て
い
る
。「
主
任
主
査
」
及
び
「
専
門
員
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
職
員
に
比
し
て
直
接
的
な
指
導
業
務
が

少
な
く
、
施
設
内
・
他
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
文
書
作
成
・
整
理
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
る
時
間
が
多
く
、
当
該
業
務
に
専
従
す
る
勤
務

（
�
）

日
の
設
定
が
あ
る
。

澆

児
童
自
立
支
援
専
門
員
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
の
職
務
を
構
成
す
る
単

位
業
務
を
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、
職
務
上
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
が
混
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

潺

一
連
の
課
業
の
中
に
は
複
数
の
目
的
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
児
童
に
対
す
る
あ
る
一
つ
の
指
導
が
複
数
の
目
的
を
も
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
と
、
職
員
に
よ
っ
て
指
導
を
行
う
際
の
目
的
や
意
図
が
異
な
る
と
い
う
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

潸

潺
と
は
対
照
的
に
、
児
童
の
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
（
規
則
正
し
い
）
活
動
に
混
乱
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
ど
の
職
員
に
お
い
て
も
指

導
場
面
を
中
心
と
し
た
課
業
遂
行
の
際
に
は
、
一
貫
し
た
手
順
と
態
度
が
示
さ
れ
る
。

澁

施
設
内
の
連
絡
調
整
や
協
議
、
他
職
種
と
の
連
携
が
比
較
的
活
発
で
あ
り
、
夫
婦
小
舎
制
の
弊
害
と
し
て
懸
念
さ
れ
る
援
助
内
容
の
不

透
明
性
、
閉
鎖
性
は
意
識
的
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
応
の
評
価
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

澀

調
査
者
の
観
察
時
間
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
職
員
の
実
質
的
な
執
務
時
間
は
児
童
の
生
活
状
況
や
児
童
の
個
別
的
な
事
情
に
大
き

く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
寮
長
三
名
に
関
し
て
は
、
規
定
の
勤
務
時
間
を
大
幅
に
超
過
若
し
く
は
勤
務
日
・
休
日
に
関
わ
ら
ず
職
務
を

遂
行
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

潯

当
施
設
の
運
営
・
処
遇
方
針
で
明
示
さ
れ
た
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
実
施
に
関
す
る
業
務
、
家
庭
調
整
及
び
保
護
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
今
回
調
査
で
は
披
見
で
き
な
か
っ
た
。

―１３―
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以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
学
園
に
お
け
る
援
助
実
践
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
解
釈
を
付
け
加
え
て
み
た
い
。
一
般
的
に
児
童
自
立
支

援
施
設
に
お
い
て
は
、
援
助
者
自
身
に
よ
る
実
践
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
付
け
が
あ
ま
り
十
分
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
「
枠
の
あ
る
生
活
」
と
表
現
さ
れ
る
様
々
な
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
職
員
の
指
導
の
あ
り
方
は
、
と
き
に

管
理
的
・
強
制
的
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
呼
び
起
こ
す
。
施
設
に
お
け
る
一
定
の
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
毎
日
繰
り
返
す
仕
事＝

ル
ー
テ
ィ
ン

ワ
ー
ク
）
に
つ
い
て
、
Ｒ
・
ク
ロ
ウ
は
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

私
は
定
期
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
指
し
て
「
ル
ー
テ
ィ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
言
葉
に
は
良
い
と

か
、
悪
い
と
い
っ
た
価
値
判
断
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
・
・
・
ほ
と
ん
ど
の
人
は
決
ま
り
き
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
パ
タ
ー
ン
化
し
た

り
、
一
定
の
時
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
安
心
感
が
得
ら
れ
る
し
、
一
日
の
構
成
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
・
・
・
ル
ー
テ
ィ
ン
は
過
去
と
現
在
の
生
活
を
見
直
す
上
で
役
に
立
つ
の
は
事
実
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
貫
性

と
柔
軟
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。（
ク
ロ
ウ

2000
:
5−
6

）

一
定
の
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
入
所
児
童
に
安
定
し
た
生
活
環
境
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
援
助
媒
体
で
あ
る
と
い
う
点
に
着

目
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
安
定
し
た
環
境
と
周
囲
の
人
間
と
の
一
貫
し
た
関
わ
り
こ
そ
が
、
当
施
設
に
お
い
て
第
一
に
、
そ
し
て
最
優

先
に
満
た
す
べ
き
児
童
の
ニ
ー
ズ
だ
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
安
定
し
た
環
境
を
作
り
出
し
、
維
持
す
る
主
体
は
児
童
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と

責
任
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
援
助
が
指
導
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
安
定
し
た
環
境
と
は
、
一
般
社
会
制
度
（
家

族
・
学
校
・
会
社
等
）
と
異
な
り
、
つ
ま
ず
き
・
失
敗
・
問
題
行
動
な
ど
が
生
じ
て
も
、
児
童
を
弾
き
出
し
た
り
、
疎
外
（
退
学
・
解
雇

等
）
は
し
な
い
。
つ
ま
り
、
児
童
が
安
心
し
て
つ
ま
ず
き
・
失
敗
で
き
る
自
立
生
活
の
た
め
の
練
習
場
と
な
る
よ
う
な
環
境
で
あ
る
と
い
え
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よ
う
。

こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
つ
つ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
通
じ
て
質
の
良
い
経
験
を
得
る
機
会
を
提
供
し
、
児
童
の
自
己
定
義
の
変

容
、
行
動
変
容
を
図
っ
て
い
く
援
助
（
指
導
）
は
、
児
童
の
内
在
的
、
潜
在
的
な
問
題
解
決
能
力
を
呼
び
覚
ま
そ
う
と
す
る
目
的
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
制
力
に
よ
っ
て
問
題
行
動
や
病
理
を
抑
制
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
矯
正
」
を
行
う
の
で
は
な
い
と
い
う
実

践
意
図
や
目
的
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

次
に
、
今
回
の
調
査
で
は
披
見
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
Ａ
学
園
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
具
体
的

方
法
を
模
索
し
て
い
く
必
要
性
を
挙
げ
た
い
。
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
施
設
に
お
け
る
自
立
支
援
（
援
助

実
践
）
の
内
容
・
意
義
・
効
果
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
獲
得
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
の
よ
う
に
児
童
の
社
会
的
自
立
の
実
現
の
み

な
ら
ず
、
援
助
実
践
の
あ
り
方
、
質
を
評
価
・
向
上
さ
せ
る
と
い
う
二
重
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
考
慮
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
実
践
に
お
け
る
「
一
貫
性
と
柔
軟
性
の
バ
ラ
ン
ス
」
は
担
保
さ
れ
な
い
。
ル
ー
テ
ィ
ン

の
中
に
内
在
化
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
実
践
の
意
図
や
目
的
、
そ
の
手
法
や
手
続
き
（
手
順
）
に
つ
い
て
、
個
々
の
児
童
の
状
況
な
ど
に
対

応
し
て
変
容
さ
せ
て
い
く
た
め
の
方
策
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

但
し
、
今
回
の
調
査
か
ら
言
及
す
れ
ば
、
職
員
は
在
園
児
に
対
す
る
指
導
・
援
助
で
執
務
時
間
の
ほ
と
ん
ど
を
費
や
す
必
要
に
迫
ら
れ
て

お
り
、
現
実
的
に
は
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
充
実
は
、
職
員
の
配
置
基
準
等
の
検
討
を
含
め
た
制
度
・
政
策
面
で
の
課
題
が
多
く
を
負
っ
て
い
る

と
も
い
え
よ
う
。

筆
者
自
身
の
課
題
も
何
点
か
挙
げ
て
お
き
た
い
。
本
稿
の
中
で
提
示
し
た
援
助
実
践
の
あ
り
様
が
、「
社
会
福
祉
」
実
践
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
実
践
者
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
目
的
や
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
知
識
・
方
法
等
が
、
社
会
福
祉
学
研

究
に
よ
る
知
見
・
価
値
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
等
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
奥
田
が
主
張
し
た
と
こ
ろ
の
「
理
論
に

依
拠
し
た
」
考
察
や
検
証
が
今
後
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
職
務
情
報
収
集
の
対
象
者
が
少
数
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
継
続
的
な
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調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
よ
り
詳
細
な
職
務
情
報
（
責
任
、
権
限
、
作
業
契
機
、
作
業
負
担
度
、
資
格
要
件
等
）
や
、
児
童
自
立
支

援
に
お
け
る
も
う
一
方
の
援
助
の
担
い
手
、
児
童
生
活
支
援
員
の
職
務
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
も
今
後
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
但
し
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
援
助
者
の
参
加
を
通
じ
て
児
童
自
立
支
援
の
職
務
を
明
示
で
き
た
こ
と
に
一
定
の
研
究
成
果
が
あ
っ
た

と
自
身
で
は
評
価
し
て
い
る
。

最
後
に
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
長
時
間
に
わ
た
る
観
察
等
の
調
査
に
快
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ａ
学
園
の
施
設
長
並
び
に
職
員
の
皆
様
方

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

本
研
究
は
、
同
志
社
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

編
注本

稿
の
初
出
は
『
評
論
・
社
会
科
学
』
第
七
十
八
号
（
二
〇
〇
六
年
一
月
刊
）
で
あ
る
。
同
第
七
十
八
号
が
欠
号
と
な
っ
た
た
め
に
、
本
第
八
十
号
に

再
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
児
童
自
立
支
援
施
設
の
現
状
等
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
後
記
の
参
考
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
「
少
年
非
行
対
策
の
た
め
の
提
案
」、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
反
論
、「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
・
資
料
を

参
照
の
こ
と
。

・
少
年
非
行
対
策
の
た
め
の
検
討
会
（2003

）「
少
年
非
行
対
策
の
た
め
の
提
案
（
試
案
）」（http

://w
w
w
8.cao.go.jp/youth/index.htm

l

）

・
日
本
弁
護
士
連
合
会
（2003

）「『
少
年
非
行
対
策
の
た
め
の
提
案
』
に
対
す
る
意
見
書
」（http

://w
w
w
.nichibenren.or.jp/jp/katsudo/sytyou/iken

/data/2003_52.pdf

）

・
青
少
年
育
成
推
進
本
部
（2003

）「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」（http

://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/seisyonen/031209

taiko.htm
l

）
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・
拙
稿
「
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
議
論
へ
の
批
判
的
検
討
―
『
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
』
の
策
定
と
そ
の
方
向
性
を
焦
点
と
し
て
」『
同
志
社
大
学
大

学
院
社
会
福
祉
学
論
集
』18,

1−
18

。

（
３
）
小
野
哲
郎
（1965

）「
医
療
社
会
事
業
従
事
者
の
業
務
内
容
と
そ
の
意
識
」『
医
療
と
福
祉
』2

（15

）,33−
38

。

ま
た
、
上
記
以
降
の
医
療
福
祉
分
野
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

・
田
中
希
世
子
（2005

）「
社
会
福
祉
実
践
に
お
け
る
職
務
の
明
確
化
に
向
け
て
（
１
）」『
同
志
社
大
学
ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
研
究
機
構
編
『
同
志
社
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業：

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
課
業
に
関
す
る
研
究
―
資
料
編
』
同
志
社
大
学

文
学
部
、154−

171

。

（
４
）
上
記
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

・
網
野
武
博
・
望
月
武
子
・
星
美
智
子
（1979

）「
保
育
所
の
職
務
に
関
す
る
タ
イ
ム
・
ス
タ
デ
ィ
」『
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
紀
要
』14,

101−
121

。

・
吉
澤
英
子
・
川
西
康
裕
・
坂
本
健
・
他
（1989

）「
児
童
福
祉
施
設
の
機
能
と
役
割
に
関
す
る
研
究
―
施
設
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
内
容
に
関
す

る
研
究
（
そ
の
１
）」『
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
紀
要
』25,

75−
93

。

・
吉
澤
英
子
・
坂
本
健
（1990

）「
児
童
福
祉
施
設
の
機
能
と
役
割
に
関
す
る
研
究
―
施
設
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
内
容
に
関
す
る
研
究
（
そ
の

２
）」『
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
紀
要
』26,

45−
59

。

・
吉
澤
英
子
・
坂
本
健
・
滝
口
桂
子
（1991
）「
児
童
福
祉
施
設
の
機
能
と
役
割
に
関
す
る
研
究
―
施
設
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
内
容
に
関
す
る
研

究
（
そ
の
３
）」『
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
紀
要
』27,

37−
47

。

・
吉
澤
英
子
・
坂
本
健
・
滝
口
桂
子
（1992

）「
児
童
福
祉
施
設
の
機
能
と
役
割
に
関
す
る
研
究
―
施
設
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
内
容
に
関
す
る
研

究
（
そ
の
４
）」『
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
紀
要
』28,

17−
27

。

・
柏
女
霊
峰
ほ
か
（1997

）「
児
童
相
談
所
専
門
職
員
の
執
務
分
析
」（
子
ど
も
家
庭
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
と
実
施
体
制
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
）

『
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
紀
要
』33,

173−
194

。

・
柏
女
霊
峰
ほ
か
（1999

）「
家
庭
児
童
相
談
室
専
門
職
員
の
執
務
分
析
」（
子
ど
も
家
庭
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
）

『
日
本
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
所
紀
要
』35,

41−
67

。

・
高
橋
重
宏
ほ
か
（2002

）「
児
童
養
護
施
設
職
員
の
職
場
環
境
に
関
す
る
研
究
」（
子
ど
も
虐
待
に
関
す
る
研
究
５
）『
日
本
子
ど
も
家
庭
総
合
研

究
所
紀
要
』38,

49−
92

。

・
高
橋
重
宏
ほ
か
（2002

）「
児
童
福
祉
司
の
職
務
と
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
研
究
」（
子
ど
も
虐
待
に
関
す
る
研
究
５
）『
日
本
子
ど
も
家
庭
総
合
研
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究
所
紀
要
』38,

7−
48

。

・
才
村
ほ
か
（2003

）「
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
被
虐
待
児
童
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」『
厚
生
労
働
科
学
研
究
（
子
ど
も
家
庭
総
合

研
究
事
業
）
平
成
１４
年
度
報
告
書
』、345−

688

。

・
才
村
純
（2005

）『
子
ど
も
虐
待
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
』
有
斐
閣
。

な
ど
、
以
上
の
調
査
研
究
に
関
す
る
問
題
点
と
し
て
は
、「
職
務
」「
業
務
」「
執
務
」
と
い
っ
た
用
語
に
つ
い
て
の
概
念
整
理
が
充
分
で
は
な
い
。

ま
た
、
そ
の
職
務
な
り
業
務
を
構
成
す
る
各
種
の
仕
事
（
調
査
項
目
）
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
を
経
て
導
き
出
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
確
な

も
の
が
多
い
。

（
５
）
職
務
分
析
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
村
上
良
三
（1981

）、
宮
下
武
四
郎
（1969

）
等
を
参
照
の
こ
と
。

労
務
管
理
の
定
義
に
つ
い
て
、
山
本
勝
也
は
、「
資
本
主
義
的
経
営
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の
労
働
に
対
し
て
個
別
経
営
が
行
う
包
括
的
な
管

理
」
と
し
て
い
る
。（
山
本

1981
:
3

）
よ
っ
て
、
労
務
管
理
の
主
体
は
経
営
主
体
で
あ
り
、
客
体
と
し
て
の
対
象
は
経
営
に
雇
用
さ
れ
た
労
働

者
（
労
働
力
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
労
働
者
が
労
働
力
・
賃
労
働
者
・
人
間
と
い
う
多
角
的
存
在
と
し
て
の
労
働
者
を
労
働
能
率

増
進
と
い
う
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

（
６
）
米
国
訓
練
・
職
業
紹
介
所
で
は
、
職
務
分
析
は
、
漓
労
働
者
が
デ
ー
タ
処
理
、
対
人
関
係
処
理
、
対
物
処
理
の
面
で
果
た
す
機
能
（
労
働
者
機

能
）、
滷
そ
こ
で
採
ら
れ
て
い
る
作
業
方
法
や
技
術
（
作
業
分
野
）、
澆
材
料
、
製
品
、
取
り
扱
い
事
項
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
、
潺
機
械
、
工
具
、

装
置
、
作
業
補
助
具
、
作
業
指
導
書
等
、
潸
労
働
者
に
要
求
さ
れ
る
特
質
（
労
働
者
特
質
）
を
決
定
す
る
の
に
関
わ
る
活
動
と
し
て
い
る
。（
米
国

労
働
省
編

前
掲:

7

）

（
７
）
属
人
的
な
雇
用
関
係
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
村
上
（1981
）
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、「
職
務
分
析
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
い
た
文
献
に
つ
い

て
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
九
〇
年
代
以
降
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
現
在
で
は
職
務
分
析
の
知
識
・
技
術
が
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
要
件
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
地
方
の
雇
用
支
援
機
関
な
ど
が

利
用
者
へ
の
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
職
務
分
析
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

（
８
）
社
会
福
祉
学
の
領
域
で
は
、
諸
科
学
の
知
見
を
「
社
会
福
祉
の
独
自
の
視
点
」
で
も
っ
て
導
入
を
試
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
質

的
な
調
査
方
法
を
用
い
て
社
会
福
祉
実
践
者
の
職
務
の
明
確
化
を
試
み
る
職
務
分
析
の
導
入
に
関
し
て
、
奥
田
は
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て

い
る
。ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
業
務
と
は
何
か
を
考
え
る
場
合
、
演
繹
・
帰
納
両
方
向
か
ら
の
接
近
が
必
要
で
あ
る
。
・
・
・
職
務
分
析
の
思
考
原
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理
と
な
っ
て
い
る
機
能
主
義
、
相
対
主
義
、
そ
し
て
実
証
主
義
の
側
面
か
ら
職
務
の
確
定
作
業
を
進
め
て
い
く
だ
け
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
に
お
け
る
専
門
職
業
と
し
て
の
同
一
性
の
保
持
を
は
か
れ
る
よ
う
な
結
論
を
得
る
に
は
至
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
理
論
に
依
拠
し
た
、
演
繹
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
業
務
に
関
す
る
考
察
が
不
可
欠
と
な
る
。
も
う
一
方
の
帰
納
的
ア
プ
ロ
ー
チ

に
お
い
て
は
、
実
践
場
面
に
お
い
て
独
自
に
展
開
さ
れ
て
い
る
活
動
を
吟
味
し
、
そ
の
活
動
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
機
能
や
役
割

と
合
致
し
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
ま
た
、
個
別
の
業
務
の
共
通
性
と
特
殊
性
の
選
別
を
行
う
な
ど
の
現
状
の
分
析
を
と

お
し
て
業
務
が
考
察
さ
れ
る
（
奥
田

前
掲：

173

）。

筆
者
は
、
奥
田
の
以
上
の
よ
う
な
指
摘
や
研
究
業
績
に
対
し
て
演
繹
的
・
帰
納
的
両
方
向
か
ら
接
近
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
同
意
で

き
る
も
の
の
、
演
繹
・
帰
納
両
方
向
か
ら
の
接
点
を
導
く
手
続
き
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
不
明
瞭
で
あ
り
、
再
度
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
奥
田
の
手
続
き
の
よ
う
な
場
合
、
職
務
分
析
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
職
務
が
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
機
能
・
役
割
・
業
務
と
合
致
し
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
当
該
職
務
が
分
析
者
の
手
に
よ
っ
て
過
小
評
価
さ
れ
る
危
険
性
が
否

定
で
き
な
い
。
実
際
の
援
助
場
面
に
お
い
て
「
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
」、「
何
を
し
て
い
る
の
か
」、
す
な
わ
ち
、
職
務
分
析
に
よ
る
実
態
調
査

を
通
じ
て
現
場
職
員
の
職
務
・
仕
事
の
実
態
を
明
確
化
す
る
と
い
う
目
的
が
達
成
で
き
な
い
事
態
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
９
）
日
本
に
お
い
て
は
、
日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
（
現：

日
経
連
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
）
の
研
究
等
に
よ
り
、
職
務
分
析
上
の
用
語
の
概
念
、
内

容
、
方
法
に
つ
い
て
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
た
見
解
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

（
１０
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
村
上
（
前
掲
）
参
照
。

（
１１
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
村
上
（
前
掲
）、
宮
下
（
前
掲
）、
山
本
（1981

）、
日
本
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
（1986

）
を
参
照
。

（
１２
）
児
童
自
立
支
援
施
設
は
児
童
福
祉
法
第
四
四
条
に
お
い
て
、「
不
良
行
為
を
な
し
、
又
は
な
す
お
そ
れ
の
あ
る
児
童
及
び
家
庭
環
境
そ
の
他
の
環
境

上
の
理
由
に
よ
り
、
生
活
指
導
等
を
要
す
る
児
童
を
入
所
さ
せ
、
又
は
保
護
者
の
下
か
ら
通
わ
せ
て
、
個
々
の
児
童
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
指

導
を
行
い
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」
で
あ
る
。
ま
た
、
児
童
自
立
支
援
専
門
員
は
「
児
童
の
自
立
支
援
を
つ
か
さ
ど

る
」（
児
童
福
祉
法
施
行
令
第
三
六
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
１３
）
本
稿
に
あ
る
Ａ
学
園
の
職
員
体
制
等
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
現
在
。

（
１４
）
被
調
査
者
に
よ
る
点
検
・
確
認
作
業
後
の
記
録
用
紙
を
文
末
資
料
５
「
例
示
―
職
務
情
報
収
集
の
た
め
の
観
察
記
録
」
と
し
て
示
し
て
お
く
。

（
１５
）
一
九
〇
の
課
業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

拙
稿
（2005

）「
児
童
自
立
支
援
の
職
務
分
析
―
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
援
助
実
践
の
実
態
調
査
」『
同
志
社
大
学
ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー

―１９―
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マ
ン
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
研
究
機
構
編
『
同
志
社
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業：

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
課
業
に
関
す
る
研
究
―
資

料
編
』
同
志
社
大
学
文
学
部
、76−

126

。

（
１６
）
寮
長
職
に
就
い
て
い
な
い
職
員
に
つ
い
て
も
、
宿
直
等
の
際
に
は
、
日
中
以
外
の
入
所
児
童
の
生
活
指
導
等
に
当
た
る
た
め
、
共
通
の
職
務
を
担

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

引
用
・
参
考
文
献

・
芝
野
松
次
郎
（2002
）『
社
会
福
祉
実
践
モ
デ
ル
開
発
の
理
論
と
実
際
』
有
斐
閣
。

・
野
田
正
人
（2004

）「
非
行
専
門
施
設
と
し
て
の
児
童
自
立
支
援
施
設
の
課
題
」『
非
行
問
題
』210,

6−
21

。

・
小
林
英
義
・
小
木
曽
宏
編
著
（2004

）『
児
童
自
立
支
援
施
設
の
可
能
性
―
教
護
院
か
ら
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

・
全
国
児
童
自
立
支
援
施
設
協
議
会
（1999

）『
新
訂
版

児
童
自
立
支
援
施
設
（
旧
教
護
院
）
運
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
―
非
行
克
服
と
児
童
自
立
の
理
念
・

実
践
』
三
学
出
版
。

・
大
川
清
治
・
熊
本
敬
一
（2001

）『
ボ
ン
ズ
―
自
立
支
援
の
こ
こ
ろ
み
』
教
護
道
場
。

・
岩
本
健
一
（2003

）『
児
童
自
立
支
援
施
設
の
実
践
理
論
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会
。

・
野
田
正
人
ほ
か
（2003

）「
非
行
問
題
に
対
応
す
る
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
」『
厚
生
労
働
科
学
研
究
（
子
ど
も
家
庭
総
合

研
究
事
業
）
平
成
１４
年
度
報
告
書
』、3−

12

。

・
村
井
美
紀
・
小
林
英
義
編
著
（2002

）『
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
へ
の
自
立
支
援
―
福
祉
実
践
か
ら
の
提
言
』
中
央
法
規
。

・
中
島
円
美
・
佐
野
雅
彦
（2003

）「
児
童
自
立
支
援
施
設
入
所
の
状
況
と
傾
向
（
概
要
）」『
司
法
福
祉
学
研
究
』、113−

122

。

・
天
羽
浩
一
（2003

）「
児
童
自
立
支
援
施
設
の
現
状
を
と
お
し
て
多
様
化
へ
の
道
を
探
る
」『
福
祉
社
会
学
部
論
集
』21−

3

、
鹿
児
島
国
際
大
学
福
祉
社

会
学
部
、23−
37

。

・
阿
部
恵
一
郎
（2005

）「
児
童
自
立
支
援
施
設
入
所
児
童
の
特
徴
（
特
集

児
童
福
祉
と
少
年
司
法
（
そ
の
２
））」『
犯
罪
と
非
行
』144,

84−
88

。

・
富
田
拓
（2005

）「
児
童
自
立
支
援
施
設
―
そ
こ
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
（
特
集

児
童
福
祉
と
少
年
司
法
（
そ
の
１
））」『
犯
罪
と
非
行
』143,

54−
78

。

・
Ａ
学
園
（2003

）『
平
成
１５
年
度
版
年
報
』
Ａ
学
園
。

・
奥
田
い
さ
よ
（1988

）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
職
務
分
析
に
関
す
る
試
論
」『
社
会
福
祉
学
』29−

1,
65−

92

。
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・
奥
田
い
さ
よ
（1992

）『
社
会
福
祉
専
門
職
性
の
研
究
』
川
島
書
店
。

・
岡
本
民
夫
・
奥
田
い
さ
よ
（1989

）「
老
人
福
祉
分
野
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
機
能
と
業
務
」『
季
刊

老
人
福
祉
』85,

68−
75

。

・
日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
（1986

）『
職
務
分
析
・
調
査
入
門
―
人
の
活
性
化
・
仕
事
の
効
率
化
』
日
本
経
団
連
出
版
。

・
堤
要
（1983

）「
図
解
・
職
能
資
格
の
作
り
方
（
７
）
―
職
務
分
析
・
評
価
を
進
め
る
上
で
の
考
え
方
」『
労
政
時
報
』2637

号
、50−

51

。

・
楠
田
丘
（1985

）「
こ
れ
か
ら
の
人
事
処
遇
制
度
と
職
務
調
査
―
能
力
主
義
人
事
を
進
め
る
た
め
の
職
務
調
査
の
必
要
性
」『
賃
金
実
務
』540,

4−
10

。

・
福
原
康
雄
（1985
）「
三
田
工
業
の
職
務
調
査
の
取
り
組
み
―
能
力
主
義
と
人
材
育
成
を
ね
ら
い
と
し
た
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
構
築
」『
賃

金
実
務
』540,

11−
19

。

・
日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
（1988

）「
人
事
・
賃
金
制
度
と
職
務
分
析
・
調
査
に
関
す
る
実
態
調
査
〈
抜
粋
〉」『
労
政
資
料
』331

、
資1−

17

。

・
村
上
良
三
（1981

）『
職
務
分
析
の
日
本
的
展
開
』
東
京
布
井
出
版
。

・
山
本
勝
也
（1981

）『
労
務
管
理
』
泉
文
堂
。

・
宮
下
武
四
郎
（1969

）『
職
務
分
析
の
手
引
き
』
日
本
経
済
新
聞
社
。

・
眞
崎
龍
次
（1997

）『
職
能
資
格
制
度
の
し
く
み
が
わ
か
る
本
（
改
訂
版
）』
経
営
書
院
。

・
米
国
労
働
省
編
（1972

）『
職
務
分
析
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
職
業
研
究
所
。

・
米
国
労
働
省
編
／
藤
本
喜
八
・
田
中
慎
一
郎
共
訳
（1944

）『
職
務
分
析
の
手
引
き
』
日
本
生
産
性
本
部
。

・
深
谷
美
枝
（1999

）「『
施
設
実
践
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
』
を
描
く
―
質
的
方
法
に
よ
る
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
究
の
可
能
性
」『
立
正
大
学
社
会
福
祉

研
究
所
年
報
』1,

111−
119

。

・C
lough,

R
oger

（2000

）T
he

P
ractice

of
R

esidential
W

ork,
M
A
C
M
IL
A
N
PR
E
SS

（＝
2002

、
杉
本
敏
夫
訳
『
こ
れ
か
ら
の
施
設
福
祉
を
考
え
る
』

久
美
株
式
会
社
。）

・
朝
倉
恵
一
・
峰
島
厚
（2000

）『
子
ど
も
の
福
祉
と
施
設
養
護
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

・
南
彩
子
・
武
田
加
代
子
（2004

）『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
性
自
己
評
価
』
相
川
書
房
。

・
京
極
高
宣
（1987

）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
の
専
門
性
と
は
何
か
」『
社
会
福
祉
研
究
』41,

25−
37

。

・
杉
本
照
子
（1987

）「
医
療
・
保
健
分
野
で
働
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」『
社
会
福
祉
研
究
』41,

38−
43

。

・
福
島
一
雄
（1987

）「
施
設
処
遇
の
専
門
性
と
は
何
か
―
児
童
養
護
の
立
場
か
ら
」『
社
会
福
祉
研
究
』41,

44−
49

。

・
森
繁
樹
（2002

）「
福
祉
人
材
育
成
の
現
状
と
未
来
―
福
祉
施
設
職
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
能
力
」『
社
会
福
祉
研
究
』85,

43−
50

。
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・
杉
本
照
子
（2001

）『
医
療
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開
―
そ
の
原
則
と
実
践
』
相
川
書
房
。

・
南
彩
子
（2001

）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
機
能
」
杉
本
照
子
『
医
療
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開
―
そ
の
原
則
と
実
践
』
相
川
書
房
。

・
日
本
医
療
社
会
事
業
協
会
（2004

）「
病
院
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
推
進
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
（
抜
粋
）」『
協
会
ニ
ュ
ー
ス

№
１
別
冊

２００４

年
６
月
２４
日
』1,

1−
6

。

文
末
資
料

資料 4 職務分析実施段階における具体的手順

漓対象業務の特質の把握

滷情報収集の技法の選択

澆事実性と客観性の重視

衢）仕事の内容（what）

衫）仕事の目的（why）

袁）作業方法（how）

衾）作業時間及び作業
契機（when）

袞）作業場所（where）

衵）頻度（frequency）

漓観察法

滷質問法

澆体験法

潺実験法

漓担当する仕事の内容（職務に含
まれる課業の種類と内容を明ら
かにする）

滷仕事の手順・方法

澆他職種との関連性

2 責任・権限の分析

3 身体的動作と精神的働きの分析

4 作業条件の分析

5 資格要件の分析

1 基本的事項

2 職務概要

漓抽出した課業をまとめて単位業
務とする（1職務に付き、7つ位）

滷単位業務にタイトルを付ける

澆単位業務を順に配列する

潺仕事の内容を記述する（単位業
務の内容を具体的に説明する）

4 遂行要件

潺 4 W 1 H
（ 1 F）に
よる情報
収集

1 情報収集
の基本要
領

2 職務情報
収集の技
術

1 職務内容
の分析

3 職務内容

蠢 職務情報
の収集

蠡 職務分析
の実施

蠱 職務記述
書の作成

児
童
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立
支
援
の
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に
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す
る
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資料 5 例示－職務情報収集のための観察記録（E 夫：2004年 8月 18日、7：00−22：40）

所 属
A 学園

印
賤

記入者
倉持 史朗

職 務 名
主査、児童自立専門員、X 寮寮長

記入年月日
04年 8月 18日

執務時間
A 勤務（8：30−17：15）

分類コード

職務担当者
E 夫

事務分掌
資料 2参照

作業場所

寮内各所

児童居室、
ホール

ホール

寮内外各所

寮事務所、
ホール

ホール

本館職員室

本館職員室

本館前

茶園

ホール

寮事務所

ホール

作業時間

10分

同時
並行

5分

35分

10分

15分

15分

5分

130分

10分

25分

25分

具体的手順・方法、知識、技術

漓セキュリティの解除。滷窓明け、など

漓児童居室を見回りし、児童を起す。滷
寝具片付け、着替え指導、衣服の整理整
頓の確認、点検。澆トイレ、洗顔の見守
り。

全員をホールに集合させて、挨拶をす
る。

漓掃除担当区域、ロバの世話係の割り振
り。滷寮内外を見回り、掃除の丁寧さ、
方法等を点検し、その都度細かい具体的
指示、声かけを行う。澆掃除を不真面目
に行う児童への個別指導。潺掃除終了区
域毎に報告を受け、点検を行う。

漓調理棟への食缶受け取りを指示する。
滷寮事務所から全体的な児童の行動を観
察する。（児童と一緒：近い距離で活動
する寮母との役割分担）

漓児童と共に食事を摂る。滷マナー注
意、声かけ、見守り。

漓施設全体の連絡事項の確認。滷入所児
の保護者の状況報告。澆無断外出児童の
帰園報告。潺入所児童の学校教員面会に
関する連絡。潸他寮の児童の状況報告を
聞く。

指導部職員の出張、休暇等の確認、指導
担当の確認と内容等の打ち合わせ。

漓作業区域・内容の指示。滷使用道具の
準備指示、確認。澆茶園で各児童に担当
作業内容の指示、個別目標の設定（小規
模作業＝児童が達成できる範囲での課題
設定→集中力の持続、他の児童の作業を
意識＝競争心の芽生え←動機付け）。潺
各児童ごとの目標達成度の確認、評価→
新しい目標の設定。（澆・潺の繰り返
し）。潸全体的な作業成果の確認、道具
等の後片付けの指示・確認。澁着替え、
洗濯の指示。

児童が余暇を過ごしている場に自分も一
緒に居る。

漓椅子並べ、配膳、調理室への食缶取
り、片付けの支持。滷寮事務所から全体
的な児童の行動を観察する。（児童と一
緒：近い距離でに活動する寮母との役割
分担）

漓児童と共に食事を摂る。滷声かけ、見
守り。

仕事目的

起きてからの行動パターンを習
慣づけさせる→起床後の活動開
始が早い。

漓児童の生活空間を清潔を保持
する。滷児童が整理整頓、掃除
を丁寧に行う姿勢を身に付ける
ようにし、習慣付ける。→退所
後の周囲の関係者からの評価に
影響する

児童全員が自分の役割と責任を
能動的に果たすことができるよ
うにする。

きれいに早く食事が取れるよう
に習慣付ける。

情報の把握・共有、他職員との
意思の統一を図る。

勤務体制、各指導担当職員の確
認。

漓集中して何かに取り組む姿勢
を養う（集中力をつける）。滷
作業を通じて達成感を認識させ
る機会の提供。澆順位をつけら
れることなしで、評価される機
会の提供。潺自宅生活とは異な
る生活環境（自然が多い）での
新しい体験の提供（農作物の栽
培、陶器製作など）。

児童を落ち着かせる、争いの抑
制になる。

児童全員が自分の役割と責任を
能動的に果たすことができるよ
うにする。

漓きれいに早く食事が取れるよ
うに習慣付ける。滷食事の際の
雰囲気作り

観察時間
7：00−22：40

仕事内容

寮内見回り

起床指導

朝 礼

掃除・ロバ
の世話指導

朝食準備
指導

朝食指導

職員朝礼
出席

指導部
連絡会

児童朝礼

作業指導

余暇指導

昼食準備
指導

昼食指導

発生時間

7：00

7：10

7：15

7：50

8：00

8：30

9：00

9：10

11：20

11：30

11：55
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寮事務所

寮事務所

児童居室

X 寮→
プール→
X 寮

児童居室

寮事務所

寮事務所

寮事務所→
寮前庭→寮
事務所

寮事務所

ホール

寮事務所

ホール

10分

5分

60分

140分

並行

10分

30分

25分

70分

20分

30分

25分

10分

漓食器片付け、ホール・洗面場の清掃、
食缶返却指示と終了後の報告を受け、点
検する。滷寮事務所から全体的な児童の
行動を観察する。（児童と一緒：近い距
離でに活動する寮母との役割分担）

児童みんなで洗濯物をたたみ、各自の衣
類をロッカーに片付けさせる。

子どもと共に昼寝する。起床指示。

漓着替え指導（水泳の準備）、点呼。滷
プールまでの引率。澆挨拶、ウォーミン
グ・アップ（体操・ランニング・筋ト
レ）。潺水泳指導。潸整理体操。澁寮ま
での引率。澀着替え・洗濯指導。

漓作業のための着替え指導。滷作業区域
（クラブ指導しながら目の届くプール周
辺）、作業内容・目標の指示。澆後片付
け・着替え指導。

漓寮内の一室で面談を行い、当該児童の
家族に関する情報を提供してもらう。

漓自習状況の観察。滷自習成果の確認・
点検。

漓調理室への食缶取り、片付け・返却の
支持。滷寮事務所から全体的な児童の行
動を観察する。（児童と一緒：近い距離
で活動する寮母との役割分担）

漓着替え指示。滷作業区域・内容の指
示。澆使用道具の準備指示、確認。潺前
庭で各児童に担当作業内容の指示、個別
目標の設定（小規模作業＝児童が達成で
きる範囲での課題設定→集中力の持続、
他の児童の作業を意識＝競争心の芽生え
←動機付け）。潸各児童ごとの目標達成
度の確認、評価→新しい目標の設定。
（潺・潸の繰り返し）。澁全体的な作業成
果の確認、道具等の後片付けの指示・確
認。澀着替え、洗濯の指示。

漓椅子並べ、配膳指示。滷寮事務所から
全体的な児童の行動を観察する。（児童
と一：近い距離で活動する寮母との役割
分担）

漓児童と共に食事を摂る。滷マナー注
意、声かけ、見守り。

漓食器片付け、ホール・洗面場の清掃指
示と終了後の報告を受け、点検する。滷
寮事務所から全体的な児童の行動を観察
する。（児童と一緒：近い距離で活動す
る寮母との役割分担）

漓全員に筆記用具持参でホールに集合さ
せる。滷日直が司会を行い、各児童が本
日の振り返り・反省事項を考えさせて、
発表させる。澆発表内容に対するコメン
ト・注意・動機付けを行う。潺児童全員
に向けて寮全体の反省点、本日の生活・
活動の評価、明日の目標などを伝える。

児童全員が自分の役割と責任を
能動的に果たすことができるよ
うにする。

自分の私物を整理整頓する習慣
づけ

漓児童が自分の得意な事柄を増
やす機会の提供。滷達成感を体
験させる。澆健康的な身体・体
力を養う。潺しっかりと職員
（大人・目上の存在）の指示を
聞く習慣を養う。潸スポーツを
通じた楽しみを提供する。

無断外出児童へ個別指導を行う
（他の児童と離れて一人で活動
する機会）。

漓当該児童の家族状況・学園生
活の様子などについての情報交
換。滷児童に対して周囲の関係
者が協力して児童を支えている
という実感を持たせる。

夏休み課題の達成を目指す。

児童全員が自分の役割と責任を
能動的に果たすことができるよ
うにする。

日中の作業指導とは異なる作業
→体験学習という側面の重視
（陶芸など）

児童全員が自分の役割と責任を
能動的に果たすことができるよ
うにする。

漓きれいに早く食事が取れるよ
うに習慣付ける。滷食事の際の
雰囲気作り

児童全員が自分の役割と責任を
能動的に果たすことができるよ
うにする。

児童がみんなの前で自分の意見
・考えを発表する機会を提供す
る。

昼食後
片付け指導

洗濯物
片付け

昼寝

クラブ指導

個別指導児
童作業指導

入所児童へ
の面会者
（原籍校教
員）との
面談。

自習指導

夕食準備
指導

作業指導

夕食準備
指導

夕食指導

夕食片付け
指導

反省会

12：20

12：30

12：40

13：40

16：20

16：45

17：15

17：40

18：50

19：10

19：40

20：10
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ホール

寮事務所

寮事務所、
ホール

寮事務所

15分

35分

75分

10分

日記ノートの配布、記入時間中の見守
り、日記の回収。

各居室のグループを順番に入浴させる。

入浴以外の児童の余暇（テレビ・音楽の
視聴、読書、遊び）時間の行動を観察・
見守り。

漓寝具の整理、消灯の準備指示。滷日直
の仕事を点検する。澆児童居室を見回
り、点呼、あいさつ、消灯。

1日の生活の振り返りをする機
会の提供。日記指導

入浴指導

余暇指導

就寝指導

夜間寮内見
回り、セキ
ュリティ－
の確認。

20：20

20：35

21：50

22：30

滷食事指導

食事指導の目的

1 児童が主体的に食事の準備を行うことをフォローする。

2 児童全員が自分の役割と責任を能動的に果たすことができるようにする。

1 きれいにバランス良く、早く食事が取れるように習慣付ける。

2 食事の際の雰囲気作り。

3 子どもと共に食事をすることにより、コミュニケーションを高める。

4 食事の量の確保、マナーを身に付ける。（児童が親になってからの役割期待）。

1 子どもと一緒に片づけを行うことで、共に動き、一体感を作る。

2 児童全員が自分の役割と責任を能動的に果たすことができるようにする。

3 自分たちで使用した食器等の後片づけを行う習慣を付ける。

食事準備
指導の目的

食事指導の
目的

食事後
指導の目的

資料 6 単位業務の内容構成

漓起床・就寝指導

起床・就寝指導の目的

1 起きてからの自分自身の行動パターンを習慣づけ、起床後の活動を速やかに始めら
れるようにする。

2 本日中の活動の流れを理解させる。

1 しっかりと就寝させ、睡眠時間を確保する。

2 児童同士のトラブルを防ぐ。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 児童居室を見回りし、児童を起す。

2 寝具片付け、着替え指導、衣服の整理整頓の確認。

3 トイレ、洗顔の見守り、確認。

1 ホールに集合し、児童全体に対して、本日の目標等の確認を行う。

1 児童居室の清掃指示、寝具の準備指示

2 歯磨き、洗顔等の報告を受け、点検する。

3 日直の仕事を点検する。

4 児童居室を見回り、点呼、あいさつ、消灯

5 児童の居室の見回り。

6 寮舎内外の見回り

中項目（課業）

漓起床指導

滷寮内朝礼

澆就寝指導

起床指導の
目的

就寝指導の
目的

大項目

起床指導・
就寝指導

―２５―

児
童
自
立
支
援
の
職
務
に
関
す
る
研
究



澆生活環境整備指導

生活環境整備指導の目的

1 児童の生活空間の清潔を保持する。

2 児童が整理整頓、掃除を丁寧に行う姿勢を身に付けるようにし、習慣付ける。

3 全ての児童に仕事、責任・役割を割り振り、お互いが寮生活を支える存在であるこ
とを認識させる。

自分の私物を整理整頓する習慣づけ。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 清掃担当区域、家畜の世話の割り振り、指示。

2 寮内外の見回り、行動観察。

3 必要に応じて具体的指示、声かけを行う。

4 児童の清掃のフォロー。

5 掃除終了区域毎に報告を受け、点検を行う。

1 衣類等の整理整頓の指示、点検。

2 私物棚、ロッカーの点検。

中項目（課業）

漓清掃指導

滷私物管理指
導の目的

清掃指導の
目的

私物管理
指導の目的

大項目

生活環境
整備指導

潺登校・帰寮指導

登校・帰寮指導の目的

1 持ち物の確認、教職員からの連絡事項の確認。

2 登校中の児童同士のトラブル、無断外出の防止。

1 迎えにいくことにより児童が喜ぶ。

2 帰寮中の児童同士のトラブル、無断外出の防止。

3 学校教員（学習部）との児童の引きつぎ。情報交換の機会としての活用。

登校指導の
目的

帰寮指導の
目的

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 調理棟へ食缶を受け取りに行かせる指示。

2 調理棟へ食缶を取りに行く。

3 配膳指示、フォロー。

4 簡単な調理等の指示、フォロー。

5 配膳を行う。

6 簡単な調理を行う。

7 行動観察

1 子どもと共に食事をする。

2 マナーなどの注意・声かけ、見守り

1 食器片付け、台所・ホール等の清掃指示、フォロー

2 調理棟への食缶返却指示。

3 1、2、の終了後、報告を受け、点検する。

4 行動観察

中項目（課業）

漓食準備指導

滷食事指導

澆食事後指導

大項目

食事指導
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単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 着替え指示、持ち物・服装の点検、点呼。

2 学校教職員からの連絡事項の確認。

3 施設内体育館等（児童朝礼の場）へ引率する。

1 下校時間に、校舎まで迎えにいく。

2 教職員との児童の引継ぎ、連絡事項の確認。

3 点呼、寮舎までの引率。

4 着替え・洗濯指導、点検。

中項目（課業）

漓登校指導

滷帰寮指導

大項目

登校指導・
帰寮指導

潸保健医療に関する指導

保健医療指導の目的

1 病気・怪我の予防に対する理解を促す。

2 自分の病気・怪我に対する理解を促す。

3 医師の指示、薬の服用・養生・治療方法について理解・自覚を促す。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 出張伺い書の提出、保険証の準備、公用車の手配。

2 公用車による引率、児童が一人（少人数）の場合に面談等を行う。

3 帰園後、公用車の返却、運転日誌、旅行記録簿の記入。

1 寮舎内でのパンフレット等の配布、掲示。

2 薬等の管理。

3 薬の添付・服用指導、確認。

中項目（課業）

漓通院指導

滷寮舎内指導

保健医療
指導の目的

大項目

保健医療
指導

澁個別指導（生活場面・無断外出時）

個別指導の目的

1 児童同士、職員との関係などに対するトラブル、不安、不満等への対応、指導、関
係調整。

2 家族関係に対する思い、悩み等の訴えへの対応。

3 施設生活に対する不満・不安などへの対応、施設・集団生活への動機付け。

4 児童に対する個別的な情報収集。

1 援助プログラムを失敗に終わらせないための指導。滷施設のルール違反に対する指
導（社会生活上のルールを遵守させる意識をもたせる）

2 施設のルール違反に際して、社会生活上のルールを遵守させる意識をもたせる。

3 他の児童と距離を置くことにより、心理的安定を図り、自分自身の行動に対する反
省、振り返る機会を提供する。

4 無断外出時の行動・心情等に関する情報収集。

5 外出から帰園後の心境、考えの変化、反省事項などを職員へ表明する機会の提供。

6 集団生活への復帰に対する動機付け、今後の施設生活に対する目標設定。

生活場面
での個別
指導の目的

無断外出児
童への個別
指導の目的
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単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 生活日課における個別的指導等。

2 通院への引率など、個別的な場面での面接指導。

1 寮事務所内において個別面接を行う。

1 児童を発見次第、保護を行い、施設へ連れ帰る。

2 児相・出身学校等関係機関への帰園報告（電話）

3 施設長への報告。

4 保護者に対する捜索願の取り下げ依頼（電話）。

5 児童への着替え指導、私物点検、

1 生活日課の個別化。

2 作文指導

3 個別面接

4 他児童に対する個別指導終了時の説明。

1 迎えの車内において、帰園後の個別指導に関する説明を行う。

2 作業・クラブ活動指導の個別化。

3 寮舎における個別的な学習指導。

中項目（課業）

漓生活場面面
接

滷個別面接

漓児童の保護

滷寮舎内指導

澆寮舎外指導

大項目

生活場面
での
個別指導

無断外出
児童への
個別指導

澀日記指導・反省会

日記指導・反省会の目的

1 1日の生活の振り返りをする機会の提供。

2 児童の心情、考え、訴え等を言語化（文字化）させる機会の提供。

3 書きながら考えを深めたり、自分へのフィードバックを促す。

4 各児童の状況把握。

1 1日の生活内容・態度等について振り返りを促し、評価する。

2 施設生活上の人間関係についての所見、指導、アドバイス等を行う。

3 児童がみんなの前で自分の意見・考えを発表する機会の提供、内容に対する評価。

4 明日の生活目標の確認、動機付け。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 全員をホールに集合させ、日記を配布。

2 児童の日記執筆中の見守り（記載時の姿勢、持ち方の点検、記載内
容の確認。）

3 記載内容の確認、返事・コメント等の記入。

1 全員をホールに集合させる。

2 児童に本日の振り返り・反省事項を考えさせて発表させる。

3 発表内容に対する評価、感想、指導・アドバイス・動機付けを行う。

4 3についての児童による話し合いを行い、評価、感想、指導・アド
バイス・動機付けを行う。

5 児童全員に向けて寮全体の反省点、本日の生活・活動の評価、明日
の目標などを伝える。

中項目（課業）

日記指導

反省会の
実施

日記指導の
目的

反省会の
目的

大項目

日記指導

反省会
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潯入浴指導

入浴指導の目的

1 児童の身体の清潔の保持。

2 入浴中の児童同士のトラブルの防止。

3 公衆道徳としての入浴時のマナーを身に付ける。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 入浴する児童の編成、順番を決定する。

2 各グループごとに入浴させる。

3 一緒に入浴するなどして、行動観察を行う。

4 入浴していない児童の行動観察。

中項目（課業）

入浴指導

入浴指導の
目的

大項目

入浴指導

潛余暇指導

余暇指導の目的

1 季節や生活環境に即した遊びの体験を十分に持たせる。自然とふれあう機会を提供
する。

2 音楽鑑賞や創作等の文化的活動を行うなど、時間を有意義に使うための指導を行
う。

3 児童が落ち着いて余暇時間を過ごせる環境をつくる。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 施設外へ出かける（散策、川遊び、映画鑑賞など）

2 テレビ・音楽の視聴、読書、遊びの様子を観察・見守り。

3 児童と共に昼寝をする。

中項目（課業）

余暇指導

余暇指導の
目的

大項目

余暇指導

濳学習指導

学習指導の目的

1 学校からの課題の完遂。

2 学校教育の補完。

3 学習に集中する習慣を付ける。

4 学習遅滞を解消する。

5 進路（進学）についての意思の確認。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 ホールに児童全員を集合させる。

2 自習時間の確認。

3 自習状況の観察、見守り。

4 自習成果の確認。点検。

中項目（課業）

漓自習指導

滷進路（進学）
指導

学習指導の
目的

大項目

学習指導
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潭作業活動指導

作業活動指導の目的

作業活動を円滑に行うための準備を行う。

1 作業に取り組む過程で集中力を養う機会の提供（自分一人で集中して作業に取り組
むことの積み重ね）。

2 ものを育てること、作ることの達成感を経験する機会の提供。

3 自宅生活とは異なる生活環境（自然が多い）での新しい体験の提供（農作物の栽
培、陶器製作など）。施設環境を活かす指導。

4 勤労体験を積ませる。

5 責任を自覚させる（自分の担当、作物の栽培、寮の管理する区域の環境整備など）。

6 優劣の順位がつき難く、得意不得意の生じにくい作業を通じてこどもの能力を伸ば
す。

7 成長や成果を児童自身へフィードバックする（子ども自身が自分の努力や変化を認
識しやすい）

作業後の後片付け、着替え、衣類の整理などを行い。円滑に次の活動を行う体勢を整
える。児童が主体的に行動するよう促す。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 着替え指示。

2 点呼、作業区域・内容の指示。

3 使用道具の準備指示、確認。

4 作業活動場への引率。

5 行動観察

1 各児童に担当作業内容の指示、個別目標の設定。

2 作業過程の見守り、声かけ、動機付け。

3 各児童ごとの目標達成度の確認、評価。

4 新しい個別目標の設定。（2、3、4の繰り返し）

5 全体的な作業成果の確認、評価。

1 道具類の片付け。

2 寮舎までの引率。

3 着替え、洗濯指導。

4 行動観察

中項目（課業）

漓作業準備指
導

滷作業指導

澆作業後指導

作業準備
指導の目的

作業指導の
目的

作業後
指導の目的

大項目

作業活動
指導
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澂クラブ指導

クラブ活動指導の目的

クラブ活動を円滑に行うための準備を行う。

1 様々なスポーツを一生懸命することによる自分の長所を知る機会、得意な事柄を増
やす機会の提供、子どもによって得られるものが違うが、自分への新しい発見を促す。

2 施設対抗の大会に向けての練習。

3 生活に必要な体力作り、健康的な身体・体力を養う。

4 他の児童などとの良好な関係形成などに重点を置いた生活訓練としての要素。

5 体を動かすことの気持ちよさを体感させる。スポーツを通じた楽しみを提供する。

6 達成感を体験させる。

7 しっかりと職員（大人・目上の存在）の指示を聞く習慣を養う

8 訓練として何かに没頭する原体験の提供。

9 他者、周囲から評価される経験の提供。

クラブ後の後片付け、着替え、衣類の整理などを行い。円滑に次の活動を行う体勢を
整える。児童が主体的に行動するよう促す。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 着替え指示、確認。

2 点呼。クラブ活動場までの引率。

3 行動観察

1 ウォーミング・アップ（体操・ランニング・筋トレ）。

2 種目ごとの実技指導。

3 主たる指導員の補助。

4 整理体操。

5 行動観察

1 道具類の片付け。

2 寮舎までの引率。

3 着替え、洗濯指導。

4 行動観察

中項目（課業）

漓クラブ準備
指導

滷クラブ指導

澆クラブ後指
導

クラブ準備
指導の目的

クラブ指導
の目的

クラブ後
指導の目的

大項目

クラブ活動
指導

潼行事

行事の目的

1 施設から送り出す児童を激励する場、けじめの場の提供。

2 施設での努力、成長を評価する場の提供。

3 退園式をみんなで行い、退園児童と在園児童がともに喜びを分かち合い、施設生活
への動機付けとなる場の提供。

退園式開催
の目的

学園運動会
の目的

学校（小・
中学生の本
校）運動会
の目的
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単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 退園生に対する施設長の話。2退園生挨拶。澆学習部担任より激励
の言葉と記念アルバムの贈呈。

2 退園生の作文朗読、挨拶。

3 学級担任より激励の言葉と記念アルバムの贈呈。

中項目（課業）

漓退園式開催

滷学園運動会
開催

澆学校運動会
への参加

大項目

行事

潘施設内における他職種へのサポート

他職種へのサポートの目的

1 学校行事等に同行・参加し、児童を落ち着かせ、トラブルを防止する。

2 学校行事の企画・運営、実施に参加し、教職員の教育活動をサポートする。

3 児童が学校課題を完遂するよう、自習時間等を通じて援助する。

1 児童に関する情報提供。

2 心理職の心理面接実施等への指導・助言。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）中項目（課業）

漓学校行事（運動会、修学
旅行等）への参加等

滷学習活動・進路指導への
補助。

澆図書館利用時時の引率。

潺心理職の援助活動への指
導・助言。

教職員への
サポートの
目的

他の職種へ
のサポート
の目的
（専門員）

大項目

教職員への
サポート

その他の
職種への
サポート

澎施設内の連絡調整

連絡調整の目的

1 庶務、学習部、指導部の情報・意見交換、意思統一を図る。

2 各寮児童に関する情報共有。

3 施設の全体予定等の確認。

4 勤務体制、各指導担当職員の確認。

生活・作業・クラブ指導に関する予定、方針決定、行事の反省事項等の確認。

各部会（指導部・学習部・庶務部・給食部、県からの通達等）の報告、情報確認。行
事計画案の確認、検討等を行う。

1 指導部・学習部による（主として困難なケースの）児童に対する援助・指導内容の
確認、方針の協議。

2 学習部教員と指導部寮職員の意見交換・相互理解・意思統一を図る。

施設長、専門員、主任主査、寮長の参加により、新規入所に対する受理の可否の検討。

職員朝礼

指導部会

職員会議

ケース
検討会議

受理会議
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単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）

1 園長からの全体挨拶、報告。

2 学習部連絡（学校行事、試験等に）関する連絡

3 指導部連絡（各寮児童の状況、保護者に関する状況報告等）

4 面会等、来園者に関する報告。

1 指導部職員の出張、休暇等の確認。

2 指導担当職員の確認と内容等の打ち合わせ。

1 園長報告。

2 行事・プログラム実施の評価・反省事項の確認。

3 各寮の児童状況報告。

4 予定行事に関する打ち合わせ。

5 各種指導担当からの報告（クラブ関係行事の報告、月間作業状況・
成果報告、次月の作業指導予定、秋の作物栽培計画検討、陶芸指導の重
点寮の確認等）。

1 園長報告。

2 次月の行事予定についての確認。

3 学園行事の打ち合わせ（職員の担当割り当て、実施要項の確認など）。

4 指導部会での検討事項の報告。

5 学校行事実施要項の配布と内容確認・検討。

1 寮担当職員から当該児童のケースについての概要、検討内容の趣
旨、検討項目の説明、確認。

2 関係職員からの意見聴取。

3 児相心理職の所見。

4 今後の援助・指導方針の協議・検討。

1 専門員より当該児童のケース概要の説明。

2 入所の可否の検討。

3 配属寮・入所予定日の決定、確認。

4 各寮の状況確認。

中項目（課業）

漓職員朝礼

滷指導部連絡
会

澆指導部会

潺職員会議

潸ケース検討
会議

澁受理会議

大項目

施設内の
連絡調整

澑他機関との連絡調整

連絡調整の目的

1 新規入所の打診を受け、当該児童のケース状況についての情報交換。

2 入所児童の状況、指導内容に関する情報交換、意思統一の形成。

3 入所児童の家族状況、援助内容に関する情報交換、意思統一の形成。

4 退園予定児童の退園後アフターケアの方針の確認、関係機関による意思統一の促進。

単位業務（課業）名とその内容

小項目（要素作業、具体的手順）中項目（課業）

児童相談所

入所児童の原籍校

入所児童の家族、
地域関係

他機関との
連絡調整

大項目

他機関との
連絡調整
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濂実習生指導

実習生指導の目的

1 実習生の実習を円滑にスタートさせる。

2 大学側との実習教育内容に関する協議・情報交換

1 実習や児童に対する実習生の感想や質問・意見等への対応と動機付けを図る。

2 実習生の入所児童との関わり方に関する指導

3 一定期間毎に実習内容に関する評価を行い、実習生に対してのフィードバックを行
う。

4 大学側との実習教育内容に関する協議・情報交換

1 実習に対する評価を行う。

2 大学側との実習教育内容に関する協議・情報交換

単位業務（課業）名とその内

小項目（要素作業、具体的手順）

1 実習生との面接

2 生活場面での指導、アドバイスを行う。

中項目（課業）

漓実習前指導

滷実習指導

澆実習後指導

実習前指導
の目的

実習指導の
目的

実習後
指導の目的

大項目

実習生指導

潦文書作成・整理

文書作成・整理の目的

県庁、児童相談所への施設状況報告。

職員の研修、勤務管理、指導内容の点検等。

個別指導の内容・方針についての情報提供、児童
状況の提供、指導内容の透明化。

漓児童の関係者各位（関係機関・地域協力者・出
身学校への案内状）への広報。

滷関係者に来園、行事に参加してもらうことによ
り、児童の施設生活を評価してもらう機会を提供
する。（関係機関職員との情報交換、保護者との
面談の機会として活用するため）

実習内容に関する大学、学生へのフィードバッ
ク、情報交換。

「児童福祉施設在所者」（福祉行政報告例第 50に
ついて）作成。（専門員 B）

「児童状況記録表」、発送添付文書の作成、児相へ
の発送。（専門員 B）

全国児童自立支援施設協議会研修会の資料作成。
（主任主査 C）

1ヶ月分の職員勤務実績（超勤・除算・出張数）
の確認・点検。（主任主査 C）

各寮の寮日誌の内容確認、点検（専門員 B、主任
主査 C、D）

個別指導報告書作成

寮日誌の作成。

学園行事案内状の作成、発送。（主任主査 C）

実習評価に関する文書の作成、内容確認、発送。
（主任主査 D）
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A Study of the Job of Child Independence Support
──The Collection of the Job Information

at the Child Independence Support Facilities──

Fumitoki Kuramochi

At present, there is much research on the child independence support facilities.
However, it rarely asks the truth of the job of the residential social work. Therefore,
at this article, by the participation of the worker, tried to clarify the job of the child
independence support using the technique of “job analysis”. Specifically, reviewed
about the job analysis as the way, set eight child independence support professions
which work for “the A home” as the investigation object and collected job informa-
tion. It was possible to show that 18 pieces of “set of tasks” and a lot of tasks which
compose them formed the job of the child independence support as the result.
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